
SARS-Cov2へのマイクロ波照射
による影響の分⼦動⼒学的検証

新型コロナウイルスのスパイクたんぱく質の最も繊細な部位
Heptad Repeat２ (HR２) の崩壊に対し、有効な固有振動のマ
イクロ波など周波数、強度などの組み合わせを導き、体外より

感染部位に照射しウイルスの不活性化を試みる
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1. HR2とは

HR2とは、コロナウイルスのスパイク付け根の細い部位である。温度を25度から50度へ
上げると崩壊する①。マイクロ波などの⾮熱的効果を利⽤し②、同様の結果を導く。HR2
がコロナ全体でもっとも脆弱な部位と想定し、その変質や分断をターゲットにする。

〜柔道の⾜払いのごとく、感染に重要なスパイクを倒す！！！

HR2
Fig１ コロナウイルスの構造

Fig２ スパイク Fig３



2. HR２の温度変化による物理的現象の理解と電磁
波の⾮熱的効果による再現

• ⽔中のHR2に、⽔温25度と50度以上の分⼦運動を理解し、その崩壊をシミュレートする。⽔温
38度下にて、マイクロ波などの⾮熱的効果によるHR2の崩壊を導く、最も有効な固有振動数を
求める。（算出にあたり、HR1を含むS2 Subunit全体の固有振動も考慮する。）

• 周波数、（最低限の）強度、それらの合成、モジュレーションや照射時間、⽅向、回数や間隔
など最適な組み合わせを割り出すため、そのシミュレーションおよび照射実験をする。

• テラヘルツの透過性や低周波などの強度を得るために、それら周波数はマイクロ波のモジュ
レーションとして対応をする。超低周波には、⾳波を利⽤できる。

• S1 Subunitの固有振動③を参考に、スパイク全体の固有振動を求め、その波動も合成もしくは
モジュレーションで⽣成しスパイク⾃体の共振に促すことにより、崩壊効果を⾼められる。

• HR2以外に、S1、S2 Subunitの接合部など他の箇所により有効なターゲットは存在しうる。
• ⼈体組織への影響も調べ、治療に有効であれば照射装置を量産する。



3. スパイク崩壊への固有振動の組み合わせ例

• ２波合成によるHR2の部位の崩壊

• ３波合成によるS1とS2 Subunitの分離

スパイク全体の固有振動

HR2の固有振動

S1 Subunitの固有振動

Subunit接合部の固有振動

S2 Subunitの固有振動



4. 7波合成による総攻撃

S2 Subunitの固有振振動

HR linker※の固有振動

HR2の固有振動

スパイク全体の固有振動

S1 Subunitの固有振動

Subunit接合部の固有振動

HR1の固有振動

HR2

※HR linker (L6, SGGRGG) ④



5. 単⼀周波数によるRBDの変質化⑤

• スパイクのRBD上下運動の固有振動への共振によるRBDの変質
化

RBD上下運動の固有振動数



6.a. 分⼦動⼒学 (MD) と 2450 MHzマイクロ波パルスの合成に
よる簡素化した固有振動数の検知⽅法

• 低レベル2450 MHz マイクロ波の速度に加え、磁界強度、熱エネルギーは、⼗分⼩さく
無視できる。

• ゆえ、パルス波の電界強度 (EFI) のみをMDに合成してもよい。
• もし 1 MHz パルス波をMDに合成するならば、ある強度のEFIを 0.5 µs 合成し、さらに

0.5 µsを強度なしで計算する。
• もしこの分⼦が、 局所的か、全体として 1 MHz 固有振動を持っていた場合、この計算

をある周期繰り返すことにより固有振動が発⽣する。
• ⾼次構造の分⼦ほどより低い周波数の固有振動を持っているだろう。
• 周波数帯を掃引すればすべての固有振動が現れるだろうが、それぞれのEFIの範囲は狭く

異なるであろう。ゆえに単⼀なEFIの掃引では、すべての固有振動は現れないであろう。



6.b.分⼦動⼒学 (MD) と 2450 MHzマイクロ波パルスの合成に
よる簡素化した固有振動数の検知⽅法

• 38℃ ⽔中下の分⼦の 10マイクロ秒の MD 記録* を⽤意する。
• 例として7質点の分⼦を使う。

*RBD part of 10-µs record: Komatsu, Teruhisa S., et al. "COVID-19 related trajectory data of 10 microseconds all atom 
molecular dynamics simulation of SARS-CoV-2 dimeric main protease." Mendeley Data 10 (2020). 
(https://data.mendeley.com/datasets/vpps4vhryg/2).

10 µs time frame

https://data.mendeley.com/datasets/vpps4vhryg/2


6.c.分⼦動⼒学 (MD) と 2450 MHzマイクロ波パルスの合成に
よる簡素化した固有振動数の検知⽅法

• 1MHzパルスを1マイクロ秒間、MD記録の0秒から合成する。
• １マイクロ秒後のそれぞれの質点の位置と、合成をしていない元のMD

の位置との変位をすべて求める。

10 µs time frame

EFI



6.d.分⼦動⼒学 (MD) と 2450 MHzマイクロ波パルスの合成に
よる簡素化した固有振動数の検知⽅法

• 先ほどの⼯程をスタート地点を0.5マイクロ秒、1マイクロ秒、1.5マイクロ秒などずらし
て、より多くの箇所で⾏う。

• それぞれの質点の元データとの変位をそれぞれ⾜し合わせ、それぞれの質点の変位の平
均値をすべて出す。

10 µs time frame

EFI



6.e.分⼦動⼒学 (MD) と 2450 MHzマイクロ波パルスの合成に
よる簡素化した固有振動数の検知⽅法

• 適切な範囲の周波数とEFIの中で合成を⾏い、最も⼤きな変位
のある箇所を⾒つける。
• それが、その分⼦の固有振動数であるとみられる。
• その箇所で1マイクロ秒以上のパルスを合成をして、その分⼦

が振動するか確認する。



7.a. 分散型コンピュータシステムによる固有振動
数の⾒つける⽅法
• 計算したい分⼦のMDを計算し、周波数とEFIで細分化したス

ロットを⽤意する（NFTトークンによる管理でも可） 。

HR linkerの固有振動数
を調べよう！

EFI

Frequency



7.b. 分散型コンピュータシステムによる固有振動
数の⾒つける⽅法
• それぞれのグループがスロットを選ぶ。

Frequency

EFI

グループA:
これを選ぼう!

グループC:
このスロットは
空いているね！

グループB:
ここにきっと答

えがあるよ!



7.c. 分散型コンピュータシステムによる固有振動
数の⾒つける⽅法
• それぞれのグループがスーパーコンピュータやブロックチェー

ン上で並列計算を⾏う。

Time frame

よしDAppにロードし
たから、始めよう！

Proof of History*
は並列計算を⾼速
化するのかな？

使っていないマイ
ニングマシーンが
あってよかった!

* Proof of History ‒ A blockchain Solanaʼs proofing protocol
https://medium.com/solana-labs/proof-of-history-a-clock-for-blockchain-cf47a61a9274

https://medium.com/solana-labs/proof-of-history-a-clock-for-blockchain-cf47a61a9274


7.d. 分散型コンピュータシステムによる固有振動
数の⾒つける⽅法
• ついに⼀つのグループがある周波数の固有振動を⾒つけた！

EMパルスにあわ
せて振動している

よ！

⾒つけたとレポー
トしよう！

本当だ！やったね!!
おめでとう！WHOか
ら報奨⾦がもらえる

かも？



8. 考察
• 温度50度（HR2の変質温度）に相当するエネルギー照射は、⼈体

組織への問題がない可能性が⾼い。
• 他のウイルス、細菌の不活性化や、重⾦属の体外排出などの治療

にも、それぞれ適した周波数などで応⽤できる可能性がある。
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